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大阪市立大学 大学史資料室および恒藤記念室は、平成 26年 12月 6日（土）に学術情報総合セン

ター10階大会議室にて、第 6回 恒藤恭シンポジウム「戦争の世紀と恒藤恭の平和主義Ⅱ」を開催し

ます。 

このシンポジウムは、本学初代学長 恒藤恭が生涯貫いた「平和主義」を深く掘り下げ、その今日

的意義を明らかにすることを目的としています。今回は昨年度に引き続き、とりわけ戦時体制下にお

ける恒藤の研究者・教育者あるいは私人としてのさまざまな側面に光をあて、恒藤が書いた「戦中日

記」や「講義ノート」なども取り上げ、暗い谷間の時代の恒藤の苦闘や思索、戦後への展望などにつ

いて考察します。 

記 

 

１ 日  時      平成 26年 12月 6日（土） 13時～16時 45分（開場：12時 30分） 

 

２ 場 所・アクセス  大阪市立大学学術情報総合センター10階大会議室 

            （大阪市住吉区杉本 3-3-138） 

            ＪＲ阪和線「杉本町（大阪市立大学前）駅」下車、東へ徒歩 5分・ 

地下鉄御堂筋線「あびこ駅」下車、4号出口より南西へ徒歩約 20分 

 

  ３ 講 演 者     中村 健吾（大阪市立大学大学院経済学研究科教授） 

              広川 禎秀（大阪市立大学恒藤記念室特任教授・名誉教授） 

  ４ 対  象      どなたでも 

  ５ 定  員      150名（当日先着順） 

  ６ 費  用      無 料 

 

  ７ 主  催      大阪市立大学 大学史資料室／恒藤記念室 

８ 問い合わせ先    大阪市立大学 大学史資料室 

                       TEL：06-6605-3371   FAX：06-6605-3372 

                       ※問い合わせ可能日・可能時間（平日 9時 15分～16時） 

 

 

 

 

「戦争の世紀と恒藤
つねとう

恭
きょう

の平和主義Ⅱ」 

を開催します 

 

プレスリリース 

【本件に関するお問合せ先】 

 大阪市立大学 大学史資料室  担当：森 

 TEL：06-6605-3371  FAX：06-6605-3372 

 E-mail：archives@ado.osaka-cu.ac.jp 

第 6回 恒藤恭シンポジウム 

 

mailto:t-koho@ado.osaka-cu.ac.jp


問い合わせ先／大阪市立大学＜杉本キャンパス＞
　　　　　　　〒558-8585　大阪市住吉区杉本3-3-138
大学史資料室　          tel :(06)6605-3371/fax :(06)6605-3372
学術情報総合センター tel :(06)6605-3211/fax :(06)6605-3218 
 

12月6日(土)2014年（平成26年）

　現在、「平和主義」の深い認識が必要になっている。戦争と平和に関する学際的研究を発展させ、将来の世代のため
にも、「戦争の惨害」について十分な認識をもち、「戦争する国家」についても深く理解することが重要になっている。
そこで昨年につづき、「戦争の世紀」（20世紀）に生き、戦後いち早く日本国憲法の世界史的意義を説いた大阪市立大
学初代学長・恒藤恭の平和主義を深く、具体的に掘り下げることとする。そのため、恒藤の「戦中日記」や講義ノート
などもとりあげ、ファッショ体制下の恒藤の苦闘と思索、戦後への展望を明らかにする。
　ひろく関心ある皆様のご参加をお待ちしております。

「戦争の世紀と恒藤恭の平和主義Ⅱ」「戦争の世紀と恒藤恭の平和主義Ⅱ」

★入場無料★
申し込み不要
★入場無料★
申し込み不要

★入場無料★
申し込み不要

■主催　大阪市立大学 大学史資料室／恒藤記念室

午後1時～4時45分（開場  12:30）
大阪市立大学　学術情報総合センター10階

大会議室

......    第 6回　恒藤恭シンポジウム   ,,,,,,

恒藤とゼミ生（昭和16年12月）

報　　告  
　　　　中村　健吾 （大阪市立大学大学院経済学研究科教授）
　　　  「戦時下における恒藤恭の国家思想史講義」

　　　　広川　禎秀 （大阪市立大学恒藤記念室特任教授・名誉教授）
　　　  「恒藤恭の戦時体制への対峙と戦後への展望
　　　　　　　　　̶̶「戦中日記｣の分析から̶̶ 」

司　　会  
　　　　桐山　孝信 （大阪市立大学副学長）

　　　　村田　正博 （大阪市立大学大学院文学研究科教授）
　　　



プ ロ フ ィ ー ル

中村　健吾（なかむら けんご）
大阪市立大学大学院経済学研究科教授。文学博士。
社会思想史を専攻。マックス・ヴェーバーの国家社会学の研究から出発し、
国家論とEUの研究に取り組んできた。著書に、『欧州統合と近代国家の変
容』（昭和堂、2005年）、『古典から読み解く社会思想史』（ミネルヴァ書房、
2009年、編著）、『21世紀のヨーロッパ福祉レジーム』（糺の森書房、2012
年、共編著）などがある。ドイツ観念論の人格・人権論の研究を進める中で、
恒藤の『法的人格者の理論』（1936年）に着目するにいたった。

広川　禎秀（ひろかわ　ただひで）
大阪市立大学恒藤記念室特任教授、大阪市立大学名誉教授。文学博士。
日本近現代史を研究。『恒藤恭の思想史的研究』（大月書店、2004年）など、
恒藤恭の思想史的研究をおこない、近作に「恒藤恭の時代認識と進歩への
希願」（『大阪市立大学史紀要』第6号、2013年）がある。長く大学史資料室
長を務め、恒藤記念室の資料充実に尽力した。大学史資料室編『向陵記－
恒藤恭 一高時代の日記－』（大阪市立大学、2003年）の編集・刊行では中
心的役割を果たした。

アクセス：JR阪和線「杉本町（大阪市立大学前）駅」下車、東へ徒歩約5分
地下鉄御堂筋線「あびこ駅」下車4号出口より南西へ徒歩約20分

（登壇順）
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【恒藤記念室所蔵資料の展示】　恒藤家の戦中日記・ノートなど
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